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1. はじめに 

Web 上には様々かつ膨大な量の情報が存在しており，そ
こから最新の情報が獲得可能である．近年，このようなWeb
上の“知識資源”の活用方法が特に重要となっている．本

研究では，この資源の利用の仕方として意思決定を支援す

る方法を提案する．すなわち，意思決定者がWeb上の資源
を有効に利用することを可能にする方法論である．しかし，

Web上の資源となるWebページは個人や団体が独自に定め
た形式によって記述されており，その中から意思決定に必

要となる情報だけを効率よく抽出することは困難である．

そこで，セマンティックWebにおいて辞書に相当するオン
トロジを作成，利用することによってWeb全体のメタデー
タを統一し，効率のよい情報収集を可能にすることを目的

とする． 
また，意思決定を行う際，意思決定者はいくつかの代替

案に対して評価を行い，その評価に基づいて代替案を決定

する．そこで，提案する方法ではWeb上の情報を用いて各
代替案に対する評価を行い，その評価を意思決定者に対し

て提示することにより意思決定を支援する．しかし，意思

決定者はしばしばあいまいな評価項目によって各々の代替

案を評価しようとする．また，それらのあいまいな評価項

目に対して「最低限度この目標は達成したい」という目標

値の設定が必要な場合がある．そこで，本研究ではこれら

を考慮し，あいまいな評価項目に対して意思決定者の選定

条件を設定し，この条件下で最適な代替案を決定すること

を支援する方法を提案する． 
 

2. セマンティックWeb 

意思決定を行う際には，各代替案を評価するための評価

項目の値が必要となる．その値をWeb上の情報から獲得す
ることを考えた場合，HTMLの文書から直接獲得しようと
文書をそのまま処理したのでは正確な処理はできない．な

ぜなら，HTMLは自然言語で書かれた文書であるためあい
まいさを含有するからである．セマンティックWebではこ
の問題に対して機械的に処理することのできるデータ空間

を別に用意することで高度な検索サービスなどを可能にし

ようとしている[1]．そこで，本研究ではこのようなセマン

ティックWebを用いてWeb上の情報を解析し，そこから評価
項目の値を獲得する． 
 

2.1 オントロジ 

セマンティックWebにおいて，個人や団体により全く別
の形で定義されたメタデータの融合が考慮されている．そ

れは，同じ意味を示しているが異なった単語が使われてい

る場合に，同じ意味のものは同じものを表すということを

明示することによってWebサービスがこれらを同等に扱え
ることを可能とするものである．このようなデータ間の関

係を表すのがオントロジ[2]である．機械にとってメタデー

タを記述／交換するための書式であるRDFの属性やXMLの
タグとして使っている単語は単なる文字列であり，文字列

だけであれば，それが一致するかどうかしか処理できない．

しかし，どの単語同士が等しいと定義されていれば，様々

な処理が可能である． 
本研究では，上記したようなオントロジを１つに決める

のではなく，複数のオントロジ間で用語の相違を許し，そ

れを同義語と解釈するような変換辞書[3]を作成する．この

変換辞書は，各代替案のWebページのメタデータから得ら
れる単語の出現頻度パターンを利用し，クラスタリングを

行うことにより作成する．作成した変換辞書は意思決定を

行う際の評価項目の値となる情報を抽出するためのRDFの
属性の決定に使用される．決定した属性の情報からRDFの
値を抽出し，それを各々の代替案に対する観測可能な評価

項目の値として用いる． 
 

3. 意思決定支援 

意思決定問題において，意思決定者はしばしば評価項目

に基づき代替案を評価する．しかし，ほとんどの場合，こ

れらの評価項目は人間の主観に基づいており，必ずしもは

っきりと定義されているとは限らない．さらに，意思決定

者がどのような代替案を選びたいかという目標値の設定が

必要な場合がある．そこで，本研究ではこれらを考慮し，

ファジィ関係不等式を用いた意思決定支援方法を提案する． 
 

3.1 意思決定支援プロセス 

意思決定者が代替案を選択する際の意思決定支援プロセ

スを以下に示す． 
(1) あいまいな評価項目と観測可能評価項目間のファジィ
関係の獲得 
ファジィ関係は代替案を評価するためのあいまいな評価

項目と観測可能な評価項目間の関係をファジィ数で表した

ものであり，その値をWeb上の情報から獲得する．提案す
る方法では，Web上に存在する各代替案のWebページのメ
タデータに対してセマンティックWebを用いて統計的に処
理を行い，ファジィ関係の値を獲得していく． 
(2) 意思決定者によるあいまいな評価項目に対する目標値
の設定 
意思決定者の「結果となる代替案は少なくともある最低

限の制約を満たさなければならない」という制約をあいま

いな評価項目に対する目標値として設定する． 
(3) ファジィ関係不等式を用いた観測可能な評価項目に対
する重要度の算出 
あいまいな評価項目に対する代替案の評価値を求めるた

めにファジィ関係とあいまいな評価項目に対する目標値を

用いて観測可能な評価項目に対する重要度を算出する． 
(4) 観測可能な評価項目に対する代替案の評価値の獲得 
各代替案のWebページのメタデータから観測可能な評価
項目に対する代替案の評価値を獲得する．  

(5) 意思決定者の代替案に対する満足度行列の算出 
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観測可能な評価項目に対する重要度と観測可能な評価項

目に対する代替案の評価値を用いて意思決定者の代替案に

対する満足度行列を算出する． 
(6) あいまいな評価項目に対する代替案の評価値の算出 
満足度行列とファジィ関係を用いることにより，あいま

いな評価項目に対する代替案の評価値を算出する． 
(7) 代替案の総合評価 
ファジィ測度とファジィ積分によって代替案の総合的な

評価値を算出する． 
(8) 意思決定者による代替案の選択 
 意思決定者は提示された代替案の総合的な評価値に基づ

き代替案の選択を行う． 
 

3.2 ファジィ関係不等式の解 

ここでは，意思決定支援プロセス(3)の観測可能な評価項
目に対する重要度を算出するためのファジィ関係不等式の

解法について述べる． 
あいまいな評価項目の集合 X ，X と相関関係を有する観
測可能な評価項目の集合Y を，それぞれ 
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とする．このとき， X とY の関係 は一般的に R
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で定義される．要素 は と の関連の度合を表し，フ

ァジィ数で表されたものである．また，代替案の集合 を 
ijr ix jy

C
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とする．これらのあいまいな評価項目の要素，観測可能な

評価項目要素，ファジィ関係 ，そして観測可能な評価項

目に対する代替案の評価値は Web 上から情報として得ら
れるものである． 

R

 観測可能な評価項目の重要度 Aと目標値の集合をファ
ジィ数で表した目標値 の関係は，ファジィ関係式 B

BAR =o  
で表すことができる．ただし， 
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であり，oはmax・min合成演算を，Tは転置を意味する．
本研究では， が目標達成のための最低基準を表すので，

上記のファジィ関係式を次のファジィ関係不等式に置き換

える． 

B

BAR ≥o                  (1) 
式(1)を要素で表現すると，次のように記述することがで
きる． 
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i行目の式は 

jiforbar ijijj
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と書け，式(3)に対し，u演算を以下のように定義する． 
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最終的にファジィ関係不等式の解 はすべての iに対し
て導かれる解の共通部分として与えられる．すなわち， 

ja
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となる．このことより式(2)の解 Aは 
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で与えられる．そこで，合成演算子 uを 
)( iiji

T burbur ∩=  
○ 

○ 
と定義すれば，式(5)は 
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と記述することができる．すなわち，式(1)で与えられるフ
ァジィ関係不等式 の解 Aは BAR ≥o

BuRA 1−=                   (6) ○ 
として，簡潔な形で求めることができる．ただし，

である． }{1
jirR =−

 

4. おわりに 

本研究では，Web 上の“知識資源”を有効に活用する方
法となる Web サービスにおける意思決定を支援する新た
な方法論を提案した．そのために，オントロジを実装した

セマンティック Web が意思決定のための中間情報を提供
する枠組みを示した．また，意思決定者が意思決定を行う

際に生じる評価項目に対するあいまいさを考慮し，あいま

いな評価項目に対し，「最低限度この目標は達成したい」と

いう意思決定者の選定条件を設定してこの条件下で最適な

代替案を決定することを支援する方法を示した． 
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